
 〒989-1501 

柴田郡川崎町前川字北原25 
TEL 0224-87-6571  FAX 0224-87-6572 

E-Mail  ikc@od.myswan.ed.jp 

URL https://iwanuma.myswan.ed.jp/kawasaki 

宮城県立支援学校岩沼高等学園 

学校紹介１ 

基本理念 

学校で学ぶ 

地域で学ぶ 職場で学ぶ 

 
１ デュアルシステムによる職業教育 

地域資源を活用したデュアルシステムによる職業教育を行う。流通・サービスコース，福祉コースの２コースを設定

し，日常的に職業教育を行いつつ，職場実習と連携を図りながら生徒の能力・適性に応じた職業教育を行う。 

特 

色 

２ 地域資源を生かした人材育成 
近隣の湖畔公園やエコキャンプ場，公共施設等，地域資源を活用した体験を通して卒業後の社会生活や余暇活動等を

支援し生活力のある人材を育成する。 

３ 交流活動による社会性の育成 
柴田農林高等学校川崎校の生徒ととの交流，岩沼高等学園本校生徒との交流を通して同年代同士の交流とともに，地

域の異世代との交流の機会を増やし，コミュニケーション活動を通して社会性を育てる。 

４ 通学型高等学園 
本校を含め，県内３校には寄宿舎が設置され，主に１年次全員に寄宿舎での生活指導，生活自律訓練を課している

が，川崎キャンパスは寄宿舎を設置しない通学型の高等学園として独自の自立支援を行う。 

学科：産業技術科 

対象：軽度知的障害 

定員：各学年８名 

教育課程 

  流通・サービス 福祉 

  国語 社会 数学 理科 音楽  

  美術 保健体育 家庭 職業 情報 

  特別活動 自立活動 道徳 

  総合的な学習の時間 

  アイワーク 

アイワーク（職場実習） デュアルシステム 

 各学年２回 ２～３週間 各教科年間８回程度 

１年生の１回目は学校近隣
の事業所で実施。２回目以
降は自宅から直接通勤。進
路決定に向けた職場体験。 

専門教科（流通・サービス，
福祉）の現場実習として実
施。学校で学んだ技術を実際
の現場で実践。 

B&G海洋センター 

柴田農林高等学校青根演習林 

セントメリースキー場 

めざす生徒像 
（１）自ら進んで働こうとする生徒 

（２）進んで自分の考えや自分の持っている力を表現する生徒 

（３）時と場に応じた行動がとれる生徒 

 軽い知的障害のある生徒に，社会参加と職業的自立を目

指した職業教育を通して，積極的に社会参加し，心豊か

に，そして主体的に自分の力や可能性を発揮して生きる人

間を育成する。 

≪流通・サービス科≫ 

ビル清掃の基礎，除
草や剪定などの環境
整備を学びます。 

制服 

体育着と作業着 

アイワーク 

≪福祉科≫ 

老人介護の基礎，調理
や居室清掃などの家事
支援を学びます。 スポーツ部 

ものづくり部 

専門教科は，２年次より
コース選択になります。 

川崎町の豊かな

教育資源 

夏はポロシャツでさわやかに 
≪生活体験学習≫ 

本校（岩沼）宿泊訓練棟を活用 

一人暮らしに向けた宿泊体験 

みちのく杜の湖畔公園 

デュアルシステム 

第二釜房みどりの園 
川崎町デイサービス 

進路講話 

お弁当タイム 

自立活動 

美術 

修学旅行 

音楽部 

社会 


